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薬剤師行動規範
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薬剤師行動規範制定の背景

○ 日本薬剤師会は昭和43年に「薬剤師倫理規定」を制定し、平成９年
に全面改定を行いましたが、薬剤師を取り巻く環境は大きく変化しま
した。

○ このような変化や新しい医療提供体制に相応しい薬剤師倫理規定
に見直すべきとの意見が出ていること等を踏まえ、平成28年３月「薬
剤師倫理規定の見直しに関する特別委員会」を設置し、改定作業が
進められました。

○ 現行規定をもとに、昭和48年制定の「薬剤師綱領」との関係を明確
にすることを基本方針とするとともに、社会の動き、他の職能団体や
欧米諸国の薬剤師会及びFIP（国際薬剤師・薬学連合）の倫理規定
等を参照して必要な項目を追加、補足、新設し、内容の理解を促す
ために解説をつけることとしました。

○ 題名については、自主性・主体性を意識した薬剤師としての具体的
な行動の価値判断とその基準を示す薬剤師行動規範とし、平成30
年１月に制定されました。
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昭和48年10月制定薬 剤 師 綱 領

一、 薬剤師は国から付託された資格に基づき、医薬品の
製造、調剤、供給において、その固有の任務を遂行
することにより、医療水準の向上に資することを本領
とする。

一、 薬剤師は広く薬事衛生をつかさどる専門職としてそ
の職能を発揮し、国民の健康増進に寄与する社会
的責務を担う。

一、 薬剤師はその業務が人の生命健康にかかわること
に深く思いを致し、絶えず薬学、医学の成果を吸収
して、人類の福祉に貢献するよう努める。
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薬 剤 師 行 動 規 範 平成30年1月17日制定

薬剤師は、国民の信託により、憲法及び法令に基づき、医療の担い手として、人権の中で最も基本的な生命及び生存に関する権利を守る責務
を担っている。この責務の根底には生命への畏敬に基づく倫理が存在し、さらに、医薬品の創製から、供給、適正な使用及びその使用状況の経過
観察に至るまでの業務に関わる、確固たる薬（やく）の倫理が求められる。

薬剤師が人々の信頼に応え、保健・医療の向上及び福祉の増進を通じて社会に対する責任を全うするために、薬剤師と国民、医療・介護関係
者及び社会との関係を明示し、ここに薬剤師行動規範を制定する。

１．任務
薬剤師は、個人の生命、尊厳及び権利を尊重し、医薬品の供給その他薬

事衛生業務を適切につかさどることによって、公衆衛生の向上及び増進に
寄与し、もって人々の健康な生活を確保するものとする。

２．最善努力義務
薬剤師は、常に自らを律し、良心と他者及び社会への愛情をもって保健・

医療の向上及び福祉の増進に努め、人々の利益のため職能の最善を尽くす。

３．法令等の遵守
薬剤師は、薬剤師法その他関連法令等を正しく理解するとともに、これらを

遵守して職務を遂行する。

４．品位及び信用の維持と向上
薬剤師は、常に品位と信用を維持し、更に高めるように努め、その職務遂行

にあたって、これを損なう行為及び信義にもとる行為をしない。

５．守秘義務
薬剤師は、職務上知り得た患者等の情報を適正に管理し、正当な理由なく

漏洩し、又は利用してはならない。

６．患者の自己決定権の尊重
薬剤師は、患者の尊厳と自主性に敬意を払うことによって、その知る権利

及び自己決定の権利を尊重して、これを支援する。

７．差別の排除
薬剤師は、人種、ジェンダー、職業、地位、思想・信条及び宗教等によって

個人を差別せず、職能倫理と科学的根拠に基づき公正に対応する。

８．生涯研鑽
薬剤師は、生涯にわたり知識と技能の水準を維持及び向上するよう研鑽する

とともに、先人の業績に敬意を払い、また後進の育成に努める。

９．学術発展への寄与
薬剤師は、研究や職能の実践を通じて、専門的知識、技術及び社会知の

創生と進歩に尽くし、薬学の発展に寄与する。

10．職能の基準の継続的な実践と向上
薬剤師は、薬剤師が果たすべき業務の職能基準を科学的原則や社会制

度に基づいて定め、実践、管理、教育及び研究等を通じてその向上を図る。

11．多職種間の連携と協働
薬剤師は、広範にわたる業務を担う薬剤師間の相互協調に努めるととも

に、他の医療・介護関係者等と連携、協働して社会に貢献する。

12．医薬品の品質、有効性及び安全性等の確保
薬剤師は、医薬品の創製から、供給、適正な使用及びその使用状況の

経過観察に至るまで常に医薬品の品質、有効性及び安全性の確保に努め、
また医薬品が適正に使用されるよう、患者等に正確かつ十分な情報提供及
び指導を行う。

13．医療及び介護提供体制への貢献
薬剤師は、予防、医療及び介護の各局面において、薬剤師の職能を十分

に発揮し、地域や社会が求める医療及び介護提供体制の適正な推進に
貢献する。

14．国民の主体的な健康管理への支援
薬剤師は、国民が自分自身の健康に責任を持ち、個人の意思又は判断

のもとに健康を維持、管理するセルフケアを積極的に支援する。

15．医療資源の公正な配分
薬剤師は、利用可能な医療資源に限りがあることや公正性の原則を常に

考慮し、個人及び社会に最良の医療を提供する。
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薬剤師は、国民の信託により、憲法及び法令に基づき、医療の担
い手として、人権の中で最も基本的な生命及び生存に関する権利を
守る責務を担っている。この責務の根底には生命への畏敬に基づく
倫理が存在し、さらに、医薬品の創製から、供給、適正な使用及びそ
の使用状況の経過観察に至るまでの業務に関わる、確固たる薬（や
く）の倫理が求められる。

薬剤師が人々の信頼に応え、保健・医療の向上及び福祉の増進を
通じて社会に対する責任を全うするために、薬剤師と国民、医療・介
護関係者及び社会との関係を明示し、ここに薬剤師行動規範を制定
する。

薬 剤 師 行 動 規 範
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薬剤師は、個人の生命、尊厳及び権利を尊重し、医薬品の供給そ
の他薬事衛生業務を適切につかさどることによって、公衆衛生の向
上及び増進に寄与し、もって人々の健康な生活を確保するものとす
る。

１．任務

薬 剤 師 行 動 規 範

薬剤師は、常に自らを律し、良心と他者及び社会への愛情をもっ
て保健・医療の向上及び福祉の増進に努め、人々の利益のため職
能の最善を尽くす。

２．最善努力義務

薬剤師は、薬剤師法その他関連法令等を正しく理解するとともに、
これらを遵守して職務を遂行する。

３．法令等の遵守
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薬 剤 師 行 動 規 範

薬剤師は、常に品位と信用を維持し、更に高めるように努め、その
職務遂行にあたって、これを損なう行為及び信義にもとる行為をしな
い。

４．品位及び信用の維持と向上

薬剤師は、職務上知り得た患者等の情報を適正に管理し、正当な
理由なく漏洩し、又は利用してはならない。

５．守秘義務

薬剤師は、患者の尊厳と自主性に敬意を払うことによって、その知
る権利及び自己決定の権利を尊重して、これを支援する。

６．患者の自己決定権の尊重
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薬 剤 師 行 動 規 範

薬剤師は、人種、ジェンダー、職業、地位、思想・信条及び宗教等
によって個人を差別せず、職能倫理と科学的根拠に基づき公正に
対応する。

７．差別の排除

薬剤師は、生涯にわたり知識と技能の水準を維持及び向上するよ
う研鑽するとともに、先人の業績に敬意を払い、また後進の育成に
努める。

８．生涯研鑽

薬剤師は、研究や職能の実践を通じて、専門的知識、技術及び社
会知の創生と進歩に尽くし、薬学の発展に寄与する。

９．学術発展への寄与
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薬 剤 師 行 動 規 範

薬剤師は、薬剤師が果たすべき業務の職能基準を科学的原則や
社会制度に基づいて定め、実践、管理、教育及び研究等を通じてそ
の向上を図る。

10．職能の基準の継続的な実践と向上

薬剤師は、広範にわたる業務を担う薬剤師間の相互協調に努める
とともに、他の医療・介護関係者等と連携、協働して社会に貢献する。

11．多職種間の連携と協働

薬剤師は、医薬品の創製から、供給、適正な使用及びその使用状
況の経過観察に至るまで常に医薬品の品質、有効性及び安全性の
確保に努め、また医薬品が適正に使用されるよう、患者等に正確か
つ十分な情報提供及び指導を行う。

12．医薬品の品質、有効性及び安全性等の確保
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薬剤師は、予防、医療及び介護の各局面において、薬剤師の職能
を十分に発揮し、地域や社会が求める医療及び介護提供体制の適
正な推進に貢献する。

13．医療及び介護提供体制への貢献

薬 剤 師 行 動 規 範

薬剤師は、国民が自分自身の健康に責任を持ち、個人の意思又
は判断のもとに健康を維持、管理するセルフケアを積極的に支援す
る。

14．国民の主体的な健康管理への支援

薬剤師は、利用可能な医療資源に限りがあることや公正性の原則
を常に考慮し、個人及び社会に最良の医療を提供する。

15．医療資源の公正な配分
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薬剤師行動規範は、すべての薬剤師が
社会に対する責任を全うするために、薬
剤師綱領に基づく具体的な行動の価値判
断の基準を示すとともに、薬剤師が関わ
る国民、医療関係者そして社会との関係
を明示したものです。

その趣旨を十分理解し、日々の業務実
施にあたっての範としていただきたい。

http://www.nichiyaku.or.jp/assets/uploads/about/kouryo20180226.pdf

薬剤師綱領、薬剤師行動規範・解説


